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1.はじめに 

少子高齢化に伴う労働力不足が社会的な問題となっている。

特に、トラック運送業界では、長時間労働といった労働環境の

悪さがその原因とされており、早急な解決が求められている。 

そこで、トラックドライバーの労働時間を軽減するための１

つの方法と考えられているのが中継輸送である。本研究では、

中継輸送を長距離輸送に導入した場合の効果について労働時間

や拘束時間等の比較から検討し、導入効果を明らかにすること

を目的とする。 

 

2.労働に関する関係法令等 

トラック輸送では、労働基準法のほか、改善基準告示におい

て定められている拘束時間や運転時間等の基準を遵守する必要

がある。主なものとして、下記のような基準が定められている。 

① 1日の拘束時間が13時間以内 

② 1ヶ月の拘束時間は原則284時間が限度 

 

3.トラック輸送のモデル 

トラック輸送を二地点間の長距離輸送とその中間に中継拠点

を設けて貨物を積み替える中継輸送の 2 つに分けてモデル化す

る。中継輸送の方式には、トレーラー・トラクター方式、貨物

積替え方式、そして、ドライバー交換方式があるが、本研究で

は貨物積替え方式を対象とする。 

 

図3.1 長距離輸送のモデル 

 

 
図3.2 中継輸送のモデル 

 

各輸送モデルでは、積み、卸しにそれぞれ 1 時間ずつ、積

替えにそれぞれ 1 時間ずつかかるとして計算を行った。輸送需

要については、1週間のうち週 6日間が求められているとして、

計算を行った。 

 

4.輸送条件と労働時間等の関係 

 片道運転時間を 0.5 時間ずつ増やして計算を行い、1 人あた

りの労働時間と輸送に必要な人数を表した図は、以下のように

なる。 

図 4.1 に示す片道運転時間と労働時間の関係から、片道運転

時間が 3.5 時間までは 1 人で輸送を行うことができ、それ以上

は、2人の運転手が必要であることが分かった。 

 

 
図4.1 輸送条件と労働時間の関係 

 

5.長距離輸送と中継輸送の比較 

 それぞれ運転時間を 0.5 時間ずつ増やして、計算を行い、比

較した結果は以下のようになった。 

 片道運転時間が 2 時間までは長距離輸送の労働時間の方が短

く、それ以上は中継輸送の労働時間の方が短いことが分かった。 

 

 
図4.2 長距離輸送と中継輸送の1年間の労働時間の比較 

 

6.おわりに 

本研究では、中継輸送の時間的な効果を明らかにするために、

長距離輸送と中継輸送の労働時間や拘束時間の比較を行った。 

 その結果、長時間運転となる長距離輸送において中継輸送を

導入するのが、労働時間等を大幅に削減するために有効である

ことが分かった。  
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